
別紙２ 
 

「空港の安全にかかる情報の中間報告（平成２６年度上半期）」（要約版） 

 

１．安全に関する情報の発生状況 

平成 26 年上半期において、空港管理者から報告のあった、空港の設置者が管理する施設又は運用に起因

する又は起因して発生した航空機事故・重大インシデント及び安全上の支障を及ぼす事態の安全情報は以下

のとおり。 

１-1 空港の設置者が管理する施設又は運用に起因する又は起因して発生した航空機事故・重大インシデント 

表１：発生件数 

  平成 26 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

航空機事故 0 0 0 0 0 0 0 

重大インシデント 0 0 0 0 1 0 1 

1-2 安全上の支障を及ぼす事態 

表２：事態区分別発生件数 

 

 

 

 

 

 

 

1-3 安全上の支障を及ぼす事態内訳 

表３：事態内訳別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 26 年度 

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 

安全上の支障を及ぼす事態 3 9 9 17 9 8 55 

 

 

 

制限区域内事故 1 2 3 3 4 3 16 

施設・設備の破損 1 4 5 11 4 3 28 

無許可・誤進入 1 3 1 3 1 2 11 

安全上の支障を及ぼす事態 発生件数 

 制限区域内事故 16 

 人が死亡又は重傷 7 

旅客の死傷 2 

航空機の破損 7 

施設・設備の破損 28 

 舗装破損 21 

消火機材・車両不具合 7 

無許可進入・誤進入 11 

 無許可進入 6 

誤進入 5 

空港内一般道路の維持管理不備 0 

 舗装陥没 0 

 施設（橋梁等）の破損 0 



２．安全に関する情報の評価・分析と今後の対策 

 

第１回空港安全情報分析委員会において、平成 26 年度上半期の安全情報の分析と対策について

審議した結果、それぞれの事案について、関係者により必要な対応がとられており、引き続き適切にフ

ォローアップを行って行くべきことが確認されました。 

また、今後も引き続き、安全情報の分析に基づき、安全上の支障を及ぼす事態への対応を適確に行

い、安全対策の充実を図ることが必要であるとの評価を受けています。 

  

 

 

    


